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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成23年12月22日(2011.12.22)

【公開番号】特開2009-174703(P2009-174703A)
【公開日】平成21年8月6日(2009.8.6)
【年通号数】公開・登録公報2009-031
【出願番号】特願2008-155222(P2008-155222)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｃ  41/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  33/78     (2006.01)
   Ｂ６０Ｂ  35/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｃ  41/00    　　　　
   Ｆ１６Ｃ  33/78    　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｂ  35/18    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月9日(2011.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転輪の周方向に沿って磁界が交互に変化するように取り付けられた磁性体と、その磁
性体の回転速度を計測するように非回転輪側に固定されたセンサとを有するセンサ付き転
がり軸受装置であって、
　前記センサが取り付けられて、前記非回転輪に嵌合固定された非回転輪側環状部材と、
　その非回転輪側環状部材に固定されたシール部材と、
　前記回転輪に嵌合固定されて、前記シール部材が摺動する回転輪側環状部材とを備え、
　前記センサと前記シール部材とは前記非回転輪側環状部材に取り外し不能に固定され、
　前記センサのセンシング部と前記磁性体とは径方向に対向し、
　前記非回転輪側環状部材と前記回転輪側環状部材との少なくとも一方は前記センサと前
記磁性体とを軸方向外方から覆う覆い面を有することを特徴とするセンサ付き転がり軸受
装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するために本発明のセンサ付き転がり軸受装置は、回転輪の周方向に沿
って磁界が交互に変化するように取り付けられた磁性体と、その磁性体の回転速度を計測
するように非回転輪側に固定されたセンサとを有するセンサ付き転がり軸受装置であって
、前記センサが取り付けられて、前記非回転輪に嵌合固定された非回転輪側環状部材と、
その非回転輪側環状部材に固定されたシール部材と、前記回転輪に嵌合固定されて、前記
シール部材が摺動する回転輪側環状部材とを備え、前記センサと前記シール部材とは前記
非回転輪側環状部材に取り外し不能に固定され、前記センサのセンシング部と前記磁性体
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とは径方向に対向し、前記非回転輪側環状部材と前記回転輪側環状部材との少なくとも一
方は前記センサと前記磁性体とを軸方向外方から覆う覆い面を有することを特徴とする。
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